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アクセス強化による観光の周遊性向上

⚫ 島根県の観光客は、松江市と出雲市が目的地の観光がほとん
どだが、出雲市と大田市間が山陰道で繋がることで周遊性が
向上し、東側から石見銀山をめぐる新たな観光コースができる
ことに期待している。

（R6年９月 公益社団法人島根県観光連盟 ヒアリング調査結果）

⚫ 都市部からの観光客は、松江市や出雲市までの観光でなかなか
大田市方面には足を運んでもらえていない。

⚫ 道路が開通することで移動時間が短縮し、大田市方面への周遊
拡大を期待している。

（R6年９月 大田市役所 ヒアリング調査結果）

●島根県のゲートウェイ機能を担う出雲空港の利用者は、近年増加傾向でコロナ禍前の水準まで回復しています。
●また、県外の観光入込客数割合は、中国地方以外の観光客が半数近くを占めています。
●島根県には出雲大社をはじめ、県内唯一の世界遺産の石見銀山等、魅力的な観光資源が豊富です。
●出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路の開通により、島根県東部地域内での周遊性が向上し、滞在時間や立ち寄り施設数の増

加が期待されます。

■ 地域の声

資料：【開通後】R3全国道路・街路交通情勢調査 混雑時平均旅行速度
【開通前】H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時平均旅行速度

令和5年島根県観光動態調査結果

※開通前は出雲IC～仁摩・石見銀山IC間が未整備時点での算出。
※大田・静間道路、静間・仁摩道路は、R6.8のETC2.0プローブデータによる混雑時

 旅行速度より算出。
※出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路は、V=70km/h、市道はV=30km/hとして算出。

■ 出雲空港の利用者数

コロナ禍

資料：島根県HP

■ 発地別県外観光入込客割合

年度以降のみ

コロナ禍以前の
水準に回復

出雲空港との
航路がある地域で

約47％ を占める

■ 松江市、出雲市、大田市の観光地について

出雲
多伎IC

出雲IC

湖陵・多伎道路
こりょう         たき

出雲・湖陵道路
いずも     こりょう

多伎・朝山道路
H31.3開通済

たき  あさやま
朝山・大田道路
H30.3開通済

あさやま おおだ

大田朝山IC

大田中央・
三瓶山IC

大田
静間IC

仁摩・
石見銀山IC

大田・静間道路
R6.3開通済

おおだ しずま
静間・仁摩道路
R6.3開通済

しずま にま

斐川IC

宍道JCT 宍道IC

至 

江
津
市

玉造温泉
約49万人

日御碕
約106万人

道の駅ごいせ仁摩
約14万人

三瓶山
約68万人

道の駅湯の川
約47万人

石見銀山
約25万人

出雲大社
約711万人

松江城※1

約79万人 美保関※2

約179万人

※1 松江城：松江城山公園の観光客数含む
※2 美保関：美保神社の観光客数含む

出雲空港

大田市
出雲市

松江市

石見銀山↔出雲大社

開通前：約69分

開通後：約60分

約9分短縮
周遊アクセス

島根県で

観光客が最も多い

石見銀山↔出雲空港

開通前：約80分

開通後：約62分

島根県で唯一の

世界遺産

E9

E9

石見銀山↔松江城

開通前：約96分

開通後：約80分

約16分短縮
周遊アクセス

至 米子市

約18分短縮
周遊アクセス

出雲
湖陵IC

資料：島根県観光動態調査


